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令和６年３月２２日 ４月の目標 ●生活目標 【友達と仲良くしよう】
３月号 希望の登校

日置市立伊集院北小学校 満足の下校 ●保健目標 【自分のからだのようすを知ろう】

３月のおすすめの本
テーマ「次につなげ！」

「生きる」
「はじまりの日」forever young

「２ほんのき」
「あたらしい ぼく」

「あなたがおとなになったら」

お別れ遠足～ありがとう６年生～
３月１日(金)は，お別れ遠足でした。まず，「６年生を送る会」を体育館で

行いました。どの学級の発表も，これまでの準備や練習の成果を発揮して，
６年生への感謝や卒業後の励ましを伝えることができました。下級生の感謝
の気持ちが伝わった6年生の顔には笑顔があふれていました。6年生からのお
礼は楽しいクイズでした。心温まる楽しい会となりました。

「６年生を送る会」が終わると，校舎玄関前に集合し，妙円寺中央公園へ
出発しました。今回は，１年生と６年生がペアとなり歩きました。全員が公
園までの道のりを歩き通しました。道中，楽しいお話もできたことと思いま
す。公園に着くと，それぞれの学年で思い思いの遊びを楽しんでいました。
美味しい昼食も食べて，午後からも自由遊びを楽しみました。子供たちにと
って，思い出に残る楽しいお別れ遠足となりました。

１年間のまとめをする＝「自分の学び」を知る
校 長 田平 奈保美

今年度も残すところ２週間足らずとなりました。特に3学期はこの1年間
をまとめる時期だと言われています。私たちも子どもたちに,1年間のまと
めをしましょう！とよく言います。
では,1年間をまとめるとは何をすることでしょうか。人によっていろい

ろな考え方があると思いますが,小学生の子どもたちにとってのまとめの時
期には,次のようなことを振り返ってほしいと思っています。
まず,この1年間でどんなことを勉強したのか思い出すことです。国語や

算数はもちろんですが,図工や体育など全ての教科においてどんなことを勉
強したのか思い出します。そして,自分なりによくできた単元とちょっと苦
手だった単元を整理します。
また,勉強以外のこと,例えば,いろいろな学校行事や学級や家庭での生活,

友達関係でどんなことがあったのか思い出すことです。その中で,自分がで
きるようになったことや楽しかったこと,ちょっと苦手でできなかったこと
などを整理し,次の学年でその気持ちを生かすことができるようにします。
このようにそれぞれの子ども自身が,勉強や生活,成長を振り返ることで,

「自分の学び」を知ることが1年間をまとめるということだと思います。
これからを生きる子どもたちにとって,子どもたちが「自分の学び」を育

むためには,自らの役割と責任に気付く体験により,自分には現実を変える力
があるということに気付き,責任ある行動をしていくことが大切です。また,
褒められたり励まされたりした時のみ行動するのではなく, 子ども自ら「自
分の学び」を生かしながら,判断し行動してい
く姿を私たちは大事にしたいものです。
いよいよ新しい学年・学校が始まる4月はも

うそこまで来ています。これまでの「自分の
学び」をいかしながら自らの役割に気付き,様
々なことに挑戦できる子どもたちが増えてい
くことを願っています。
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４月の行事予定
５日(金) 入学式準備【新６年生】
８日(月) 新任式 始業式 入学式
９日(火) 身体測定 給食指導週間

１０日(水) 聴力検査
１１日(木) 学力テスト【２年生以上】（～１２日）
１２日(金) １年生給食開始

※４月は土曜授業は実施しません
１５日(月) 避難訓練【火災】
１６日(火) 心臓検診【１年生】 耳鼻科検診
１７日(水) １年生を迎える会 内科検診
１８日(木) 全国学力・学習状況調査【６年生】
１９日(金) 知能検査【２・４・６年生】 交通安全教室《集団下校》
２２日(月) 「人権の花」開級式
２３日(火) 腎臓検診
２４日(水) 体力テスト 眼科検診

※Ｃ校時：９，１０，１１，１２日

※予定は変更になる場合があります。週報等でご確認ください

ありがとうございました
皆さんの記憶にもまだ新しいかと思う鹿児島国体ですが，国体で使用され

た，炬火の「トーチ」と「受皿」を先日，寄贈していただきました。
トーチは，県の鳥「ルリカケス」と，県の花「ミ

ヤマキリシマ」を組み合わせ，鹿児島の豊かな自然
の美しさを表現したデザインとなっています。受皿
は，豊かな自然や息吹を象徴とする風・波をモチー
フに薩摩切子をイメージした模様を取り入れたデザ
インとなっており，『薩摩焼』で製作されています。
鹿児島では延期という事態を乗り越え５２年ぶり

の開催，そして，国民体育大会（国体）という名称が使われる最後の大会と
いうことで，歴史に残る大会となったわけですが，その大会のレガシーを，
児童玄関横の飾り棚に展示しておりますので，是非ご覧ください。

お世話になりました
２・３月は，外部から講師の先生をお招きして，授業を受ける機会があり

ました。貴重な機会をいただき，大変お世話になりました。
◇「伊集院饅頭作り」【３・６年生】

山口菓子舗の山口秀幸さんを講師に招き，伊集院饅頭作りの体験授業を
行いました。
今日，山口菓子店の店長さんが来られて，伊集院まんじゅうの作り方を教え

てもらいました。最初は上手にできるかなと心配したけど，とても楽しくて，きれ
いにできたときは，とてもうれしかったです。味もとてもおいしかったです。

（３年生：稲留七美）

◇「再生可能エネルギーと身近な発電所」【６年生】
ひおき地域エネルギーの石井さんを講師に招き，授業をしていただきま

した。
脱炭素についての出前授業がありました。私たちの生活に欠かせない電気

を作るときに二酸化炭素が出ていて，地球温暖化につながると初めて知りまし
た。でも，二酸化炭素を減らすために発電所を止めるわけにはいかないからな
かなか解消できないのだと思います。どうにかして自然と共存する方法を考え
なければいけないと思います。 （６年：関野空）

◇「お茶授業」【５年生】
お茶インストラクターの方々を講師に招き，おいしいお茶の入れ方教室

がありました。
学校でお茶の授業がありました。最初に説明を聞いたときは，失敗しないか

なあと心配しました。「最後の一滴がおいしい」と教えてもらったので頑張って
いれたけれど，こぼしてしまいました。僕たちがいれたお茶を新地先生はおいし
そうに飲んでくれてうれしかったです。この授業，ずっとあってほしいです。

（５年：山田瑠輝亜）

◇「英語乗り入れ授業」【６年生】
伊集院北中学校の田中先生を講師に招き，英語の授業をしていただきま

した。
①授業で接することで，中学校の先生方へ親し
みをもつようになり，中学校入学への期待感
が高まる。
②小学校の学習と中学校の学習のつながりが
分かり，小学校の学習を頑張るようになる。

③中学校に入学したときに，知っている先生が
いることで安心でき，分からないことや不安
なことを気軽に相談できるようになる。
以上のような目的で授業が行われたのですが，とても楽しく授業を受け

ることができました。

わが町ひおき検定
５・６年生が，「ひおき学」の授業で学んだ「郷土の伝統文化，人物，自

然，産業等」について確認する目的も含めて「わが町ひおき検定」に挑戦し
ました。今年は，3級(正答率90％以上)に１７名，4級(正答率70％以上)に
１５名，5級（正答率50％以上）に９名の子供たちが合格しました。検定を
受けて，改めて日置市のすばらしさを再認識し，郷土への関心を一層高める
ことができました。


